
ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）感染症予防接種のお知らせ                                             

令和７年４月 

 

【小学６年生～高校１年生相当の年齢になられる女子及び保護者のみなさまへ】 

 

ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）は、とてもありふれたウイルスで、一度でも性的接触の経験があれば 

男女問わず誰でも感染する可能性があります。感染しても多くの人ではウイルスは自然に消えますが、子宮頸

がんをはじめ、肛門がん、膣がんなどのがんや、尖圭コンジローマ等の多くの病気の発生の原因にもなってい

ます。特に、近年若い女性の子宮頸がん罹患が増えており、宮崎県の子宮頸がんの罹患率（2019年）は、 

全国ワースト１位となっています。 

ＨＰＶの中には子宮頸がんを起こしやすい種類（型）のものがあります。ＨＰＶワクチンは、このうち一部

の感染を防ぐことができ、子宮頸がんの原因の最大 90%を防ぎます。また、がんになる手前の状態（前がん病

変）が減るとともに、がんそのものを予防する効果があることもわかってきています。 

下記の内容と同封の説明書をよく読み予防接種の有効性や副反応等について十分にご理解いただいたうえ

で、接種を開始してください。 

記 

 

１ 対   象  小学校６年生～高校１年生相当の年齢の女子 

         標準的な接種期間：中学校１年生相当の年齢 

※１６歳となる日の属する年度末日までは定期接種が可能 

 高校１年生相当年齢の方は１６歳となる日の属する年度の９月までには接種を開始することをご検討ください。  

２ 接 種 方 法  

   ワクチンは３種類あります。いずれかのワクチンで接種を受けることになります。 

ワクチンの種類 回数 接種間隔 標準的な接種間隔 

２価ワクチン 

【サーバリックス®】 
３回 

１月以上の間隔をおいて２回接種した

後、１回目の接種から５月以上、かつ２

回目の接種から２月半以上の間隔をお

いて１回。 

１月の間隔をおいて２回

接種した後、１回目の注射

から６月の間隔をおいて

１回。 

４価ワクチン 

【ガーダシル®】 
３回 

１月以上の間隔をおいて２回接種した

後、２回目の注射から３月以上の間隔を

おいて１回。 

２月の間隔をおいて２回

接種した後、１回目の注射

から６月の間隔をおいて

１回。 

９価ワクチン 

【シルガード®９】 

 

 

 

３回 

 

 

１月以上の間隔をおいて２回接種した

後、２回目の注射から３月以上の間隔を

おいて１回。 

２月の間隔をおいて２回

接種した後、１回目の注射

から６月の間隔をおいて

１回。 

 

 

２回 ５月以上の間隔をおいて２回接種。 
６月の間隔をおいて２回

接種。 

※過去に接種歴のある場合、原則として同じ種類のワクチンを接種することをお勧めしますが、医師と 

相談のうえ、途中から９価ワクチンに変更し、残りの接種を完了させることができます。その場合は、 

９価ワクチンの接種方法にあわせて接種します。 

 

３ 接 種 料 金  無料 

ただし 16歳となる日の属する年度末日を過ぎた場合は、任意接種（有料）となります。 

（参考：任意接種の場合の費用は、９価ワクチンの３回接種で合計約 10 万円かかります。） 

 
裏面へ 

★１回目接種を１５歳になるまでに受ける 

★１回目接種を１５歳になってから受ける 

 

（令和７年度窓口共通） 



４ 実 施 期 間   通年 

 

５ 持っていくもの  母子健康手帳、予診票  

◆母子健康手帳がないと予防接種が受けられません。 

◆母子健康手帳を紛失された方は、予防接種履歴票を発行しますので、こども課に電話でご相談ください。 

◆原則保護者の同伴が必要です。 

※被接種者が 13歳以上 16歳未満は予診票に保護者の同意の署名（２か所）があれば保護者の同伴は不要。 

被接種者が 16歳以上の場合は、保護者の同意、同伴は不要。本人の自署で接種可能。 

  

６ 令和７年度ＨＰＶワクチンの実施医療機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機関によって取り扱うワクチンが異なる場合があります。事前に医療機関にご相談ください。 

  ※県内の医療機関でも接種可能ですが、希望の医療機関に接種可能かどうかを確認してください。 

 

７ 県外でワクチンを接種される場合 

接種前に必要となる手続きがありますので、接種前にこども課にご連絡ください。 

   事前申請がない場合には、償還払いができないためご注意ください。 

    ※手続きの詳細は日南市ホームページにてご確認ください。 

 

８ 市外に転出された場合 

  接種方法は転入先の市町村へお問い合わせください。 

 

９ その他 

  ワクチンでは防げないタイプのＨＰＶもあります。ワクチンを接種していても、していなくても、 

20 歳になったら２年に１回、必ず子宮頸がん検診を受けて下さい。、 

   

【 予防接種の問い合わせ先 】 日南市 こども課 こども健康係 TEL 31-1131 

 

【日南市ホームページ】 【厚生労働省ホームページ】 

医療機関名 電話番号 接種曜日 受付時間 予約 備考

大井外科医院 25-2100
月・火・水・金

土
　8:30～11:30　　14:30～17:30
　8:30～11:30

必要

にちなんファミリー
クリニック

55-1121
月・火・水・金

木・土
　8:30～11:30　　14:30～17:00
　8:30～11:30

必要

春光会記念病院 22-2324 月～金 　14:00～16:00 必要

山見医院 23-2101
月～木
金
土

　8:30～11:30　　14:00～18:00
　8:30～11:30　　14:30～18:00
　9:30～11:30　　13:30～17:00

※
当日電話確認
（優先時間あり）

津曲小児科医院 22-2175
月～金
土

　8:30～12:00　　14:00～18:00
　8:30～12:00　　14:00～17:00

たなかクリニック 23-1551
月・火・木・金

水・土
　8:30～10:30　　14:00～16:00
　8:30～10:30

必要
１週間前までに予約を
お願いします。
接種後は30分待機。

北村胃腸科眼科 23-0086
月～土
水

　8:30～12:00　　14:00～18:00
　8:30～12:00

必要

外山皮膚科 23-2377
月・火・木・金

水
　8:30～11:00　　14:00～17:00
　8:30～11:00

必要

長友医院 55-3522
月・火・木・金

水・土
　8:30～11:30　　14:00～17:00
　8:30～11:30

必要


